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第３６回例会１９７９年３月８日（木）くもり第42号
出席雑告

会長テーマ友情の輪をひろげよう
１Ｉ

司 会 蜂 屋 会 長一 一

。認証状伝達式の特別来賓として，県知事，市長
へご出席の依頼を致しましたところ，県知事の

出席は無理の様でしたが，大和市長はご出席頂
けるとのご返事をいただきました。３月１５日に
市長に面会し正式に依頼して参ります。

o連日のクラブ訪問ご苦労様です。最後まで頑張

って下さい。他クラブ訪問は教えられる事が多
くあります。ゲスト，ビジターの方の取扱いも

今後他クラブを参考にし失礼のない様気を付
けたいと思います。

o本日お手元に新会員候補者の略歴を差し上げま

した。皆様の異議がなければ４月２２日より会員
としてお迎えしたいと存じますのでよろしく。

ゲfス諄卜
大谷嘉朗氏（キリスト教児童福祉会理事），

星幸男特別代表，有沢昭二氏（新会員候補）

竹之内弘美氏（クラブ）

ビジタ妻
金本恒君（横浜戸塚），安藤忠夫君，青木広吉

君，土屋巌君，籾山芳久君，小栗孝司君，昆

恵君，大津嘉久君（大和）

会長報告
oR. I会長クレム・レヌフご夫妻の歓迎会に出

席しました。席上会長挨拶では，２月26日より

各国を訪問しており，来年は75周年で３H運動

を進めておりますが，ぜひ皆様のご協力を頂き
たいとの要請がありました。

。先日車体工業へ参りました折，故矢野初代会長

の奥様にお目にか壁りましたので，４月２２日の

認証状伝達式のご案内をし，当日ご出席頂く様

お願い申し上げると共に，お写真を拝借したい

旨お伝え致しました。

＝ 邑 竺
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･３月１０日出は１．G.Fが行なわれます。皆さんの

ご出席をお願いします。会場が16号糾沿ですの
で混雑することが予想されますので，遅刻のな
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本日のプログラム（３月１５日）
｢米山奨学生について」ゲスト小武徹郎氏

次週予定（３月22日）
チャーターナイト準備



い様にお願いします。登録料は３，咽円です。

お帰りに事務局までご納入下さい。
。３月１５日(木)の例会は午後６時30分からです。例

会場は大和市中央文化会館一階の第二講習室で

すのでお間違いのないようにお願いします。
。本日例会後定例理事・役員会を開催しますので

理事，役員の出席をお願いします。
。例会後チャーターナイト実行委員会の委員長は

お残り下さい。又大高，藤田両会員も残って下

さい。

卓 話

血委員全報豈■
国 際 奉 仕 委 員 会 佐 藤 委 員 長
｡３月６日地区内国際奉仕委員長による懇談会が

あり，蔵並ガバナー，伊藤ガバナーノミニー他，

地区内の各クラブより委員長が出席，青少年交換

世界社会奉仕，地区組合せ，国際奉仕の本を編集
する件につき懇談しました。すでに青少年を受入

れ交換をしているクラブ，又社会奉仕に豊録され
ているクラブの方の発言では，遠い囚との''1で行

う事で意志の疎通があったり，何の反応もなかっ
たり，手紙を出しても返撫が来ないとか,いろい

ろ問題点もあるようです。当クラブでは/kだｲ１１１も
していませんが，チャーターナイトが済んだら又

皆様と共にご相談して実行したいと考えています。
。次にローマ大会の件で，スライドを見せて頂き

国際大会に参加することによって，姉妹クラブと

か，友人も出来るので，ぜひ多くの方に参加して

頂きたいとの要請がありました。
雑 誌 委 員 会 上 田 委 員 長
。本日配布されました。ロータリーの友３月号，

縦組22ページに，昨年福祉の日に行いました健康
相談の記事が載っていますので，ご一読下さい。

｜国際里親運動について」

ケ ス ト ス ピー カ ー 大 谷 嘉 朗 氏

（キリスト教児童福祉会理事）

紹介：蜂尾会長。

大芥先生は国際粘神里親通勤部の部長をされて

おり，本日は国際里親迎勤についてと題して卓話

を頂蛾致します。

長谷川嘉朗氏

4xllは)IL特別代表のお州きにより，私共が４年

前から進めております「I剛際糀神里親連動」につ
いてお話する機会がljEえられました模，お礼申し

上げます。

IKI際粘神里親巡勤はllt界の恵まれない子ども救

済のため，善意のアメリカ・カナダ人による団体

クリスチャン・チルドレンズ・ファンド(CCF)
によって始められ，日本の子どもたちにも第二次

大戦後の混乱期からII{{和49年末まで，物心lij面に

わたる援助を続けました。

私共は日本に於て，４年前よりこのCCFの精
神を受け継ぎ，社会柵祉法人「基督教児菫柵祉会」
の[|'にllくl際粘神里親迎勤部を発足させ，私ども日

本人もアジア隣II1の忠まれない子どもに対して愛
の援助を始めたのです。

戦後の混乱期からI1｛州149年までの26年間日本で
はこのCCFより，子供の数にして",500余人，

金額にして56億余|リの援助を受けたのであります。

しかしこの事はほとんどの日本人には知らされて
いませんでした。援助を停止されるに当って,C
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CFの本部から提案がありました。「日本もここ
まで復興し世界三大経済大国になったので援助を
終結したい」というものであり，アジアに於ける
この運動を始めてはどうかとの提案でありました。

私達はこの26年間にわたって受けた善意の恩恵
をどのようにしてお返ししようかと考えておりま
した。丁度その時川崎南RCの飯塚会員がすでに
CCFの会員としてフィリピンの子供のお世話を

しており，私達も思い切ってこの運動を始める事
になりました。現在までにこの主旨に賛同して

「精神里親」になられた方，その他ご協力いただ
いた方は1,㈹0人を越え善意の人々によってこの
運動は支えられ，尚成長を続けております。
現在との運動によって，フィリピンの地方にあ

る三つの児童センターの子どもたちと，韓国にあ
るろうあ児の寄宿学校施設を定期的に援助すると
ともに，タイ国の少数民族の子どもたちの寄宿学

校施設や，韓国の児童病院などに緊急援助金の形
で一般寄附の中から年間１側万円を送っています。

本日皆様にお話したい国際精神里親運動に限っ
て申しますと，昭和50年４月にフィリピンの３つ
の児童福祉センターに援助金を送りました時の被

援助里子数は60名にも達しませんでした。幸各方
面の理解を得られ，当初各センターに２伽名づつ
という目標でしたが本日現在５別名とあと６名を

残すだけとなり，４年間にざっと10倍の会員を当
てられた事は感謝にたえません。この中で約３分
の１はロータリアンの里親会員の方たちです。私

達は宗教，宗派にこだわらず，そこに困っている
子どもたち，そこに苦しんでいる子ども達に援助
を差し伸べたいという事で超宗派でやっています。
そこでアジアに於ける日本の役割というものが

ますます注目されている中で,CCWA(国際基
督教福祉会国際精神里親運動部の略）がささやか
ですが果していかなければならないその役割は富
める者が貧.しい者にくれてやるといった考えでな
しに，分ち合って共に生きてゆく，又人間の尊厳
にふさわしい社会に早く着したいという願いです。

今年は国際児童年であり，ロータリーでも3H運
動を展開しておられるようですが，発展途上国の

飢餓，健康，人間尊重の為に手を差し伸べ，アジ
アに於ける日本の役割を果さなければなりません。

私どもCCWAはわずか棚名に欠ける人員しか居

りませんが，小さな一しずくも流れ流れていけば
やがては大河となり，大海をうるおすものとなる
と言われますが，一つの大きな日本もこれからア
ジアに交ってゆく流れの中の底流となることを心

から願って日々の業務に会員の皆様に代って励ん
でいる訳です。

ぜひ皆様にご協力いただき，精神里親になって
いただきたいと存じます。

ス菜誰ルBOX
風

戸塚RC金本会員，初めて費クラブを訪問させ
て頂きました。郡司会員，土屋会員にお

目にかふれて。合せて皆様のお力で認証
状伝達式の成功をお祈り致します。

大和RC青木伽会員，何時もお世話になります。
大和RC籾山開会員，初めて中クラブへ出席さ

せて頂きました。今後よろしくお願い致
します。

大和RC小栗会員，昆会員，またまたお邪魔し
ます。

郡司会員横浜戸塚クラブの金本会員ようこそ
おいで下さいました。先日は貴クラブに

訪問してチャーターナイトのご案内をさ
せていただきありがとうございました。

私の会社同様，当クラブもよろしくご指
導下さい。

石渡会員嫁に行った娘が男子出産致しました。

初孫です。名前は位之（タカノリ）です
オジイチャンの実感はまだなし，精神年
令27才の青年ですから…。

/ へ



『認証状』伝達式まで 見を出して実のあるチャーターナイトにしよう
ではありませんか。(R)
・クラブ訪問も峠をすぎ，数える程しか残って

いないところまで来ました。会長報告にもあり
ましたが，他クラブ訪問は大変によい勉強にな

りますね。チャーターナイトは単なる伝達式で
なく先輩諸兄がおっしゃる通り，クラブの親睦
とロータリアンが何たるかを覚える良い機会で

ある様に思います。もしこのクラブ訪問が無っ
たとしたら，井の中の蛙となってしまい，やが
てクラブは崩壊してしまうのではないかと思っ

たりしました。（チヨットオーバーかな？）（Z）
・例会後の実行委員会では，劇場内のオーケス

トラボックスをどう生かすかについて討議，設

営委員長の芦田副会長も当日の様子を頭に浮べ
乍ら，何か良い策はないかと苦慮されていまし
た。(I)
。新しい会員の方もずい分と増え戦力が増強さ

れ，全くうれしい事です。そこで提案，未だチ
ャーターナイトに一度も出席されていない方は
ぜひ早い機会に経験されることをお奨めしま

す。旧）

あと

日
(S月15日現在）

力を合わせ ､成功させよう
チャーターナイト

。いよいよ残すところ１ケ月余となりました。

３月８日にはご来賓の方々に宛て招待状も発送
され，当日お配りするプログラムの編集作業も
進んでいます。出来上った物を見ると案外やさ
しく，すぐ出来ると思っていたプログラムも，
１頁，１頁原稿を揃えてゆく段になると仲々難
し<，かなり時間のかきる作業です。皆様にお
願いした顔写真にしても期限までに揃わない状
況です。これからの皆様のご協力をぜひぜひお
願いします。(N)
ｏ当日までに準備する計画表については郡司会

員が大変にキメ細いものを作り上げています。
全会員がそれぞれ分担し合い，落度のないよう
に準備を進めること，これは理想であり至難の
業です。思いつきでも何でも結構，どんどん意

/ 一 ､

だが，でも，いつかはこの山もなくなるんだ』。
何がなんでもと一途に思っていることには，ふと
それを果す機会が与えられるものだ，と言った人
がある。機会はまさにわれわれの前にあらわれて
いるということ，われわれは立ち上がらなくては
ならないということ，これが私の固い信念である｣。

ロータリアンであること
フィリピンのあるロータリー・クラブの会長が

最近次のように言っている。「哲学者デカルトは
『われ思う，ゆえにわれあり』と言った。ロータ
リーの活動においては『私はロータリアンとして
考える，だから私はロータリアンなのだ」という
のでは十分でない。『私はロータリアンとして考
える。私はロータリアンとして行動する。だから
私はロータリアンなのだ』というのでなければな
らない」。
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ロータリーの創立75周年記念日

創立75周年記念日（1980年２月２３日）が近づい
てきて，注目されるような奉仕事業の実施が求め

られているおりから,R､I .会長クレム・レヌフ氏
の次の言葉は一だんとその適切さを加えてきた。
「中国に実に面白い寓話がある。あるおじいさん
の話で，そのおじいさんは仕事に行くのに毎日小

山を一つ越えなければならなかった。おじいさん
は，山のてつぺんのところにくると，いつも両手
に一つずつ石を拾い，それを麓までもって降りる
ようにしていた。そのわけを聞かれたとき，おじ
いさんはこう答えたのである。『わたしやこの山
を動かすつもりなんだ。まあ，わたしの生きてい
るうち，いや息子の代にだってできっこないこと

/一、


